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2022-23 年度国際ロー タ リー テー マ  

「 イ マ ジ ン  ロー タ リ ー 」  

2 022-23 年度 ク ラブ テー マ  

「 ロ ー タ リ ー を 学 び 、 語 り 、  

奉仕 を 実践 し て い こ う 。 “Ｔ ｈ ｉ ｎ ｋ ”」  

 

週  報  第２６８７回  

２０２３年２月１０日  

              八千代ロータリークラブ  CLUB NO.15070 

今 回 例 会 行 事       テーマ：文・行・忠・信と鉄骨工事  

担  当：出席委員会     卓話者：山浦恭宏会員  

次 回 例 会 ２月１７日 テーマ：今 ﾄﾚﾝﾄﾞの ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄｶﾀｶﾅ用語  

 及び会員増強について  

担  当：会員増強委員会   卓話者：三井啓久会員  
♦ ♢ ♦ ♢第 ２ ６ ８ ６例会 ♢ ♦ ♢ ♦  

司会  中島貞好  
「 奉仕の理想 」  
 

会 長 挨 拶      会 長  杉  晟  
 

皆さん 、 こんにちは 。  
前 回 の 例 会 で 職 業 奉 仕 に 関 わ る 決 議
23-34 に触れまし たが 、 この件で も う 少 し
理解 し やすい資料が見つか り ま し た の で
披露させても らいます 。  
｛ ロ ー タ リ ー は 、 基 本 的 に は 一 つ の 人 生
哲学で あ り 、 そ れ は利己的な欲求 と 義務
お よ び こ れに 伴 う 他人の た め に奉仕 し た
い と い う 感 情 と の あ い だ に常 に存 在 す る
矛盾 を 和 ら げ よ う と す る も の で あ り 、 こ の
哲学は  Serv ice  above  se l f  と い う － 「 超
我 の 奉 仕 」 の 哲 学 で あ り 、 こ れ は 、 He 
pro f i t s  most  who serve  best  「 最 も よ く奉
仕す る 者 、 最 も 多 く 報 い ら れ る 」 と い う 実
践 的 な 倫 理 原 則 に 基 づ く も の な の で
す。 ｝  をよ く理解するこ とです 。  
 
「 決議 ２ ３－ ３ ４の制定とは 」   
-  理論派 と実践派によ る分裂の危機か ら
大同団結へ  -   
「 源 流の会 」 の 会長 と し て全国の ロ ー タ リ
ア ン の 間 で よ く 知 ら れ て い る 第  2680  地
区パス トガバナーの田中毅氏は 、 「決議 ２
３ － ３ ４ の 徹 底 的 解 析 」 の 中 で 、 「 ほ と ん
どの ロー タ リ ア ンは決議 ２ ３ － ３ ４ と い う 言

葉 を聞いた こ と が あ る と 思い ます 。 し か し
そ の 内 容 を し っ か り と 理 解 し て い る 人 は
少ないのではないで し ょ う か 。 決議 ２ ３ －
３ ４ はロータ リーのすべての活動に係る指
針 です か ら 、 こ れ を 無視す る わ け に は い
き ま せ ん 。 」  と 述 べ ら れ て い ま す 。 過 去
〈 2008 年 〉 わ が ク ラ ブ が ホ ス ト ク ラ ブ と し
て IM の本会議を担当した折、講師 と して
田中氏をお招 き し 、 決議 ２ ３ － ３ ４ の テー
マで講演 し て頂いた こ と が あ り ま し た が 、
今 回 は こ の 「 決 議 ２ ３ － ３ ４ 」 に 関 す る 資
料を紹介させていただきます 。   
 
1905  年 、 「 親 睦 と 互 いの助 け合 い 」 を 目
的 と し て誕生 し た ロー タ リ ー も 、 発足後 し
ばら く し て 、 ロータ リーの目的や存在理由
について疑問を持つ人が出始め ま し た 。
そ う し た 疑 問 の声 に創始者 ポールハ リ ス
は 痛 く 反 省 を し 、 ク ラ ブ の 目的 と し て ク ラ
ブ 内 の 親睦 だ け で は な く 、 世 の た め 、 人
のために とい う奉仕の考えを取 り入れる こ
と と な り ま し た 。奉仕の概念は 、当時入会
し た経営学の専門家で あ っ た アー サー ・
フ レ デ リ ッ ク ・ シ ェ ル ド ン に よ っ て 職業 奉
仕の概念 と して理論化される と 、瞬 く 間に
会 員 の 間 に 浸 透 し 、 こ れ を 機 に ロ ー タ リ
ーの組織が拡大するエネルギー と な っ て
いきました 。親睦 と相互扶助だけのロータ
リ ー か ら 「 親 睦 と 奉 仕 」 の ロ ー タ リ ー へ と
変化したのです。   
そ う し た中 、当時流行していたポ リオ感染
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によ る身体障害児の救済や保護に取 り組
んでいた会員達か らは 、理論だけではな
く具体的な奉仕の実践を積極的にするべ
き で あ る 、 と い う 声 が顕著に な っ て き ま し
た 。  ク ラ ブ と し て個人の職業倫理向上を
すべ し と い う 理 論派 と 、 ク ラ ブ が 団体 と し
て 社会奉仕 を す る 必要 が あ る と い う 実 践
派 の間 で 、 ロ ー タ リ ー を 二分 す る 大 論争
が起 き ク ラ ブ の 存 続 が危ぶ ま れ る 危 機 と
なってきました 。そ う した中で、 1923 年セ
ン ト ル イ ス 国 際大会で こ の 大論争 を 解決
す る た めの起草案が提示 され 、採択 さ れ
た の が 決 議 ２ ３ － ３ ４ と い う も の で あ り ま
す 。  この決議案の制定によって 、個人奉
仕か団体奉仕か とい う論争に終止符が打
たれ 、 ロー タ リ ーの奉仕の理念 と し て 、利
己 と利他の調和によ る奉仕の実践原理が
確立される こ と と なったのです  
 
-  「 決議 ２ ３－ ３ ４ の徹底的解析 」 よ り抜粋  
-  決議２ ３－ ３ ４制定の経緯   
社会的な奉仕が 、 ロ ー タ リ ー運動の中で
市民権を得 る よ う にな り 、中小 ク ラ ブは競
っ て身体障害児対策に取 り 組む よ う に な
り ま す 。 親 し み を 持 っ て ダ デ ィ ・ ア レ ン と
呼ばれたエ リ リ ア ・ ロータ リーク ラブのエ ド
ガ ー ・ ア レ ン は 、 身 体 障 害 児 対策 を す る
こ と を 条件に し て エ リ リ ア ・ ロ ー タ リ ー ク ラ
ブ に 入 会 し 、 エ リ リ ア ・ ク ラ ブ も そ れ を 全
面的に後援して 、最終的にはそれを全国
組織に まで発展させま し た 。 し か し これ ら
の社会奉仕活動は大きな資金 とマ ンパ ワ
ー を必要 とす る ために 、奉仕活動の実践
をめぐ って熾烈な論争が起 こ り ま し た 。 ロ
ー タ リ ア ンの心に 【 奉仕の心を形成 】 す る
こ とがロータ リー運動の本質だとする理論
派 と 、 【 奉 仕活動の実践 こ そ ロ ー タ リ ア ン
の使命 】だ とする実践派との論争です 。   
ロ ー タ リ ー運動を 【 奉仕の心の形成 】 と し
て捉えた理論派は、 ロータ リーク ラブの使
命は 、 ロ ー タ リ ア ン に 【 奉 仕の心 】 を 形成
さ せ る こ と で あ り 、 ロ ー タ リ ア ン 個 々人 が
奉仕の心を持って 、自分の職場や地域社
会の人々の幸せを考 え なが ら 、 職業人 と
し て の 生 活 を 歩 む こ と で あ る と 考 え ま し
た 。すなわち 、 ク ラブ例会で会得した高い
モ ラ ル に 基 づ く 【 奉 仕 の 心 】 で 事 業 を 行
い 、 そ の 考 え を 業 界全体に広げ て い く こ
と が 、全ての人々に幸せを もた ら し 、それ
が地域社会の人々への奉仕につながるこ
と を確信していたのです 。 も し 、職業奉仕
以 外 の 分 野 で 奉 仕 に 関 す る 社 会 的 ニ ー
ズがあれば 、夫々の会員が個人の奉仕活
動 と し て 実 施 す る か 、 自 分 が 属 し て い る

職 域 や 地 域 社 会 の 団 体 活 動 と し て 実 施
すれば よ い の で あ っ て 、 +ク ラ ブ は あ く ま
で も 、 どの よ う な社会的ニーズがあ るのか
を 提 唱 す る だ け に 止 め る べ き で あ り 、 社
会 奉 仕 活 動 の 実 践 は 、 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ
が 実施母体に な る の で は な く 、 そ の ニ ー
ズを世に訴え 、それに対処す る運動が盛
り上が る よ う な触媒 と し て機能すべきであ
る 。 ど う し て も 、 地域社会に何か し たいの
ならば 、職業上得られた Pro f i t s から個人
的に行ったらよい 、 とい う考え方でした 。  
これに対して 、 【 奉仕活動の実践 】 に重 き
をお く実践派は 、現実に身体障害者や貧
困な どの深刻な社会問題が山積 し 、 こ れ
までにロータ リーク ラブが実施した社会奉
仕 活 動 が 実 効 を あ げ て い る こ と を 根 拠
に 、 理 論 派 と こ と ご と く 対 立 し ま し た 。 実
践派か ら見れば 、奉仕の機会を見出 して
それを実践する こ と こ そ ロータ リ ー運動の
真髄で あ り 、 単 に奉仕の心 を説 き奉仕の
提唱に止まる理論派の態度は 、責任回避
と しか写 らなかったのです 。 【 奉仕の心の
形成 】 と 【 奉仕の実践 】 の論争は 、個人奉
仕 と団体奉仕 、 さ ら に金銭的奉仕の是非
に まで発展 し て 、 綱領か ら社会奉仕の項
目 を 外 せ と い う 極 論 ま で 飛 び 出 す ほ ど
の 、激しい対立が続きました 。   
決議委員長の 指 名 を 受 け た ウ イ ル ・ メ ー
ニ ァ は ４ 名 の 委員 と 共 に決議 ２ ３ － ３ ４ を
書き上げ 、 この 1,000 語からなる決議は直
ちに大会で皆に披露 され 、一言の訂正も
な く 採 択 さ れ 、 こ の 論争 に終止符が打 た
れる こ とにな り ました 。   
決議２ ３－ ３ ４の内容   
決議 ２ ３ － ３ ４ は ロー タ リ ーの綱領に基づ
くすべての実践活動に対す る指針である
と 同 時 に 、 ロ ー タ リ ー の 二つ の 奉仕 理念
を ロ ー タ リ ー 哲学 と し て 確定 し た ド キ ュ メ
ン トです 。   
第一条 に は 、 冒 頭 に 説 明 し た 通 り 、 ロ ー
タ リ ーの奉仕理念が明確に定義づけ られ
て い ま す 。 ロ ー タ リ ー は 、 基 本 的 に は 一
つの人生哲学であ り 、 それは利己的な欲
求 と義 務お よ び こ れに伴 う 他人 の た めに
奉 仕 し た い と い う 感 情 と の あ い だ に 常 に
存在する矛盾を和 らげよ う とす る ものであ
り 、 この哲学は Serv ice  above se l f とい う
－ 「 超 我の奉仕 」 の哲学で あ り 、 こ れ は 、
He pro f i t s  mos t  who serve  best  「 最 も よ
く奉仕する者 、最も多 く報いられる 」 とい う
実 践 的 な 倫 理 原 則 に 基 づ く も の な の で
す。   
 
第四条 では 、 ロ ー タ リ ー 運動は単 な る 理
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念 の 提 唱 で は な く 、 実 践 哲 学 で あ り 、 奉
仕 す る も の は 行 動 し な け れ ば な ら な い と
述 べ ら れ て い ま す 。 往 々 に し て 理論 派 と
称する人の中には、理屈だけは人一倍述
べ て も 、 実 践活動 には一回 も 参加 し た こ
と の な い 人 を 見 受 け ま す 。 ク ラ ブ が 団 体
奉仕活動 を 行 う 際 の 条件 と し て 、 毎 年一
つの新しいプ ロ グ ラ ム を実施する こ と 。単
年度で終了す る こ と 。 地 域社会のニーズ
に従 う こ と 。 ク ラ ブ全員の協力が得られる
こ と が定め られています 。 この条文によ っ
て 、 条 件 付 と は 言 え 、 ク ラ ブ の 団 体 奉 仕
が認められている こ と を忘れてはな り ませ
ん 。   
（ 参 照 ； 2021-22 年度  福山西 ロー タ リ ー
ク ラブ   職業奉仕委員長  勝  岡  正  剛 ）  
（ 決 議  23-34  の 文 中 の 「 綱 領 」 は  The 
Ob jec t  o f  Rot ary  の和訳で 、 現 在は 「 ロ
ー タ リ ー の 目的 」  と い う 訳 語 に変 わ っ て
いる 。 ）  
 
（ 参 考 と し て 、 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ の 奉仕 に
ついて ）  
（ 文 責  丹 治 正 博 ） （ 福 島 ロ ー タ リ ー ク ラ
ブ ）  
LC の創立者 メ ルビ ン ･ジ ョ ー ン ズは元々
RC の会員でしたが 、 RC 内で会の運営に
あたっ て意見が分かれた時 、 メ ル ビ ン ･ジ
ョ ー ン ズ は 「 奉 仕活動に費用が発生す る
の は 当 然 。 あ る 程 度 の 支 出 は 仕 方 が な
い 」 が 持 論 で し た が 、 こ れ に 対 し て 「 RC 
は 職 業 を 通 じ て の 奉 仕 を 理 念 と し て い
る 。お金はかけるべきではない 」 との意見
が大勢を占めた こ とか ら 、 メルビン ･ジ ョー
ンズは  RC を離れ 、 1917 年 LC を設立し 、
寄 付 ･寄 贈 を 中心 と し た 奉仕活動 を 展開
し た こ と か ら 来 て い る よ う で す 。 確 か に  
LC はお金をかけた活動をしている 、 との
イ メージがあ り ます 。地域の主だった場所
に は ○ ○ ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ 寄 贈 と 銘 打 っ
たモニ ュ メ ン ト や看板 ･横断幕が目を引き
ます 。 こ れ に対 し て  RC は街中で も な か
な か○○ ロ ー タ リ ー ク ラ ブ と い う モ ノ に は
巡りあえません 。 LC は Donat i on（ 寄付 ･寄
贈 ） を 重 ん じ る 、 と い う イ メ ー ジ が 先 行 し
ているのは確かでし ょ う 。   
 
★ 職 業 奉 仕 は ロ ー タ リ ー だ け の 金 看 板
か？   
「 職 業 奉 仕 と い う 理 念 は 、 数 あ る 奉 仕 団
体の中でロータ リーだけが持ってお り 、職
業奉仕 とい う 考え方を持つ こ とが ロ ー タ リ
ーの特徴だ 」 これはロータ リアンの共通認
識です。   

し か し こ の言葉か ら 一つの誤解が生まれ
た と も 言 わ れ て い ま す 。 「 ロ ー タ リ ア ン で
なければ職業奉仕は出来ない 」 と か 、 「 ロ
ー タ リ ア ン 以外 の人は職業奉仕 を し て い
な い 」 と い う 考 え 方です 。 果 た し て そ う で
し ょ う か 。 ラ イ オ ン ズに も 「 ラ イ オ ン ズ道徳
綱 領 」 が あ り 、 職 業 奉 仕 の 理 念 を 持 っ て
いる奉仕団体である こ と を忘れてはな り ま
せん 。   
 
（ 補足 ）  
ロータ リ アンの広場 （ 2018.01 .20） に 「 ロー
タ リ ー の 職 業 奉 仕 の 歩 み と 今 後 へ の 提
案 」その ３―の中で 2830 地区  元Ｒ Ｉ理事  
黒田正宏氏 （八戸南 ） が述べられた こ と を
抜 粋 し ま し た の で 参 考 に し て く だ さ い 。
「 職業奉仕とい う言葉が表面に出てこな く
て も 、 こ れ までの ロー タ リ ア ンの心の中に
生きている と私は思います 。分か り易 く述
べる と 、 RI では職業奉仕の重要性は分か
るが 、その余裕が時間的に も 、 ス タ ッ フに
も 、 財 政 的 に も な い と 思 っ て い る よ う で
す 。職業奉仕については会員自身が 、あ
る い は ク ラ ブ が 、 地 区 か ら の 協 力 を 得 て
推進して も ら いたい とい う こ と で し ょ う 。 会
員 自 身の 毎日 で の 仕事 を 職業 奉 仕の 実
践に よ っ て 持続可能 な も の に し 、 最 小限
度でも収入を確保してこそ 、 さ らに他の奉
仕 活 動 へ の 時 間 や 資 金 、 寄 付 な ど が 可
能なのです 。私たちの事業の収入を社会
の人々 と分かち合 う の も職業奉仕の理念
です。 」 と述べられています。  
 

幹 事 報 告     幹 事  中 村 賢 治  
 
・ ｶ ﾞﾊ ﾞﾅｰ月信の ９ ﾍﾟｰｼﾞ訂正  

千葉科学大学 RAC 直前会長木原正稀様  

誤 (提唱 ｸﾗﾌﾞ： 銚子 RC・ 銚子東 RC）  

正 (提唱 ｸﾗﾌﾞ： 銚子 RC・ 銚子東 RC・ 旭

RC）  

・ 鎌 ヶ谷 RC 創立 50 周年記念式典  
4/22 から 5/21 に変更とな り ました 。  
・ RLI ﾊﾟｰﾄ 2： 3/4 (土 )開催。参加ご希望の
方は幹事までお申し出下さい 。  
・ 短期交換学生決定  
 

委員会報告  
 
青少年奉仕委員会  

委員長菊川秀明  
 
 金杉旺汰君との交換
学生が決定しましたの
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でご案内いたします 。  

A lexander  James KANAR 君  

呼称  A lexander（ ア レ クサンダー ） 17 歳  

ア メ リ カ 、 ミ シガン州 ミ ッ ド ラ ン ド在住  

ミ ッ ド ラ ン ド RC からの派遣。  

ミ ッ ド ラ ン ドはデ ト ロ イ トの近 くで 、人口は
４万人程度の ところです 。日本が大好き
とい う事が とても感じ られ 、既に ２年間日
本語を勉強しているそ うです 。ご両親
は、非 ﾛｰﾀﾘｱﾝ。双子の兄弟のひと りで 、
下に弟と妹がいるそ うです 。次年度 ７月
以降の来日とな り ますが 、温か く迎えて
頂ければ と思います 。  
よろし くお願い致します 。  
 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ Y 委員会        中村賢治  
 
2/2  南高津小学校開催にご協力頂 きま
した会員の皆さま有難 うございました 。  
次回は 2/7 緑が丘小学校で 、 10:30 と
13:25 の ２回 とな り ます 。  

 

お祝い  
 
本人誕生日  

山﨑克已会員  

渡邉敏美会員  

 
結婚記念日 ：中島貞好会員 ・小村会員  

齋藤敏夫会員 ・稲山会員  
夫人誕生日 ：葉山会員  

例 会 行 事  
 

担 当 ：  
プ ロ グ ラ ム 委 員 会  
委 員 長  中 島 貞 好  
 
 前 回 ﾌ ﾟ ﾛ ｼ ﾞ ｪ ｸ ﾀ ｰ
の 不 調 が あ り ま し た の で 、 改 め て 小
村 委 員 か ら 「 ｶ ﾞ ﾗ ﾊ ﾟ ｺ ﾞ ｽ諸 島 と ﾀ ﾋ ﾁの
海 に 関 し て 」 ご 披 露 頂 き ま す 。  

 

ﾃｰﾏ： ガ ラパゴス諸島 と タ ヒチの海  
卓話者：小村昌三会員  

 本日は短い時間ですが写真を見て頂き
たい と思 い ます 。 そ し て 、 も し も 旅行 をお
考えの方がいら っ し ゃ っ た ら ガ ラパ ゴ ス と
タ ヒ チ を 入 れ て 頂 け れ ば と て も い い 思 い
出が作れる と思います 。  
 

【ガラパゴス諸島】  
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ガラバゴス島へは過去 ２回撮影に出かけ
ました 。 １回目は 1996 年にそして 、 ２回
目は ８年後の 2004 年に行って 、合計 ３隻
の 違 っ た タ イ プ の船 に乗船 し ま し た 。 一
つ目は豪華な陸上のみの観光船 、 二 つ
目は帆船のヨ ッ トダ イビング と陸上観光、
３ 船 目は ダ イ ビ ン グ の 専用船で し た 。 忘
れられない旅にな りました 。  
ス ペ イ ン 語 で ゾ ウ ガ メ を 意 味 す る

ga lapago  か ら き てい る 。正式名称は コ ロ
ン島です 。 エ ク ア ド ル本土か ら太平洋 を
隔てておよそ 1000 キロ メー トル西の赤道
直 下 に 点 在 す る ガ ラ パ ゴ ス 諸 鳥 は 最 初
におよそ 600 万年前の海底火山の活動
に よ っ て東部地区が誕生 し ま し た 。 主だ
った島々は 13 の大きな島と ６つの小さな
島があ り 、 名前のついてい る島 と 岩礁の
合計は 234 島確認されています。今では
ダー ウ ィ ン 研 究 所 や国立公園管理事務
所 の 設 置 、 世 界 遺産 へ の 登録 、 観 光客
に対するナチ ュ ラ リ ス ト ガ イ ド制度などの
厳重な自然保護対策を講じています 。  

1978 年に世界遺産 (自然遺産 )と して登
録され 。 2001 年には、ガラパゴス海洋保
護区も含めた登録となっています 。  
こ こ で し か見 られない固有の自然 こ そが 、
ガ ラパゴ ス最大の魅力 。海に潜って餌を
捕る ウ ミ イ グア ナ 、飛ぶ こ と をやめたガ ラ
パ ゴ ス コバネ ウ など 、 5,500〜 6,000 種 と
も い わ れ る 希 少 な 動 植 物 を 間 近 で 観 察
するこ とができます 。  

ガラパゴスペンギンは熱帯域に分布する
唯一 のペ ン ギ ン 。 環 境 に よ っ て く ち ば し
や 習 性 が異 な る 鳥 類 、 ダ ー ウ ィ ン フ ィ ン
チ は 生 物 学 者 ダ ー ウ ィ ン に 進 化 論 の 着
想を与えた こ と で有名 。人 を恐れない無
邪 気 な 様 子 に 魅 了 さ れ ま す が 、 動 物 に
触れるこ とは固 く禁じ られています。  
 

【 タ ヒチ島について 】  
南太平洋 の 中 央 に 位 置 し て い る の が

タ ヒチ 。有名なボラボラ島など 118 の島
々 を 総称 し た 呼び名で あ り 、 フ レ ン チ テ
イス ト漂 う フ ラ ンス領の高級 リゾー ト 、 ポ リ
ネ シ ア 文 化 の 発 祥 の 地 と 云 わ れ 、 国 際
空港が あ り 、 首都 (パペーテ )の あ る 島が
タ ヒ チ島 、ボ ラ ボ ラ 島 、 タハア島 、モーレ
ア島な ど 、 118 の島々があ る ５ つの諸島
全 て が タ ヒ チ (国 名 :フ ラ ン ス 領 ポ リ ネ シ
ア )と呼ばれています。  
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ニ コニ コ BOX～         ￥ 21 , 000-  
 
☆小村さん卓話よろし くお願い致します  
上代 ・君塚 ・山﨑 ・遠藤 ・風間 ・杉山  
松戸 ・石渡 ・渡邉 ・永田 ・日下部 ・池田  
江口 ・花島 ・菊川 ・中村  
☆晴れの舞台を是非観に来て下さい 。  
日本が大好きになる 2/16 (木 ) 11 時開演  
国立能楽堂。  佐野  
☆先週欠席しました 。稲山 ・植村 ・中島仁  
 
～友愛 BOX～          ￥ 37,000-  
 
☆ 80 歳にな り ま した 。  山﨑  
☆本日 76 歳にな り ました 。  渡邊  
☆ 35 年もってます！  中島貞好  
☆結婚 20 年目にな ります 。  稲山  
☆結婚記念日旅行は八丈島でした 。小村  

 
☆ 2/4 で 45 回目の結婚記念日です 。  
あと ５年で金婚式ですが認知症にならな
い様頑張り ます 。  齋藤敏夫  
☆妻の誕生祝いあ りが と う 。  葉山  
☆本日卓話させて頂きます 。  小村  
☆小村さん卓話楽しみです 。  
杉 ・宮野 ・江頭 ・朝戸 ・中島貞好 ・山浦  
☆ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ Y 実行委員会の皆さま 、昨日
の ﾕﾒｾﾝお疲れ様でした 。  飯生  

 近 隣 ク ラ ブ 例 会 日  
火 曜 日  四 街 道 R.C 
火 曜 日  八 千 代 中 央 R.C 
水 曜 日  習 志 野 R.C 
水 曜 日  佐 倉 中 央 R.C 
木 曜 日  佐 倉 R.C 
木 曜 日  習 志 野 中 央 R.C 

  例 会 場  
四 街 道 ゴ ル フ ク ラ ブ  

ウ ィ シ ュ ト ン ホ テ ル ・ ユ ー カ リ  
習 志 野 商 工 会 議 所 会 館  
第 1ｳｨｼｭﾄﾝﾎﾃﾙ･ﾕｰｶﾘ第 3夜 間 ｵﾘﾍﾞｰﾄ 
フ ラ ン ス 料 理  シ ェ ・ ム ラ      

習 志 野 商 工 会 議 所 会 館     ２ 月 の ロ ー タ リ ー レ ー ト  １ ド ル ￥ １ ３ ０ - 

 会 員  

総 数  

出 席  

対 象 者  
出 席 者  ％  

２ /３  ５ ３  ５ １  ４ ２  82.35 

■クラブ広報委員会  委員長 :田村隆治  副委員長 :久土地  剛  
■ 出 席 委 員 長  山 浦 恭 宏 ※ 欠 席 の 際 は 必 ず 火 曜 日 迄 に 出 席 委 員 長 に 連 絡 し て 下 さ い  
■例会日  金曜日 12:30～ 13:30  
■例会場  ﾊﾟｯｿ･ﾉｳﾞｨｰﾀ（〒 276-0049 八千代市緑が丘 1-1-1 公園都市プラザ 1F）  


